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ごあいさつ 

 近年世界共通の課題として SDGｓが多く取り上げられています。コロナウイルスにより取組が遅れていた

中、より良い復興に向けて国際社会と連結し、団結、加速しなければなりません。まだまだ SDGｓというも

のが浸透してはないが、個々のリテラシーを高め社会貢献できるようにします。 

 

 

環境経営方針 

 

関西土建株式会社は、長年にわたり堺市の一般廃棄物収集運搬に携わり、循環型社会の形成に貢献すること

を目指しており、地域社会、地域環境との繋がりを大切にするとともに、環境保全を図り、地球環境を守る

取り組みを積極的に行い、環境負荷（二酸化炭素）の低減に全社員が一丸となって改善活動に取り組んでま

いります。 

 

 

〈環境保全への行動指針〉 

 

1 収集・運搬車両のエコドライブを実践し燃料消費に伴う二酸化炭素排出量の削減 

2 電力の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減 

3 水使用量の削減 

4 ペーパーレス化の促進 

5 資源の再利用・グリーン購入の推進 

6 環境関連法規・条例等、当社が約束したことを遵守します 

7 環境ボランティア活動・環境保全活動へ積極的に参加します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制定日 ２０２０年８月３０日 

 

 

代表取締役 梶本 和孝 
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事業活動の概要 

Ⅰ 会社名・代表者 

関西土建株式会社    

代表取締役    梶本 和孝 

 

Ⅱ 所在地 

本  社  大阪府堺市堺区北花田口町 2丁 1番 26号 

長尾倉庫  大阪府堺市北区北長尾町 3丁 1番 25号 
 電  話  072－232－5234 

 F  A  X    072－221－3215 

 

Ⅲ 環境管理責任者及び連絡先 

環境管理責任者  伊藤 孝之  

       副責任者  植野 秀臣 

 

Ⅳ 設立年月日 

昭和 29年 3月 関西土建創業 

昭和 35年 8月 一般廃棄物収集運搬を始める 

昭和 45年 9月 株式会社に組織変更をする   

 

Ⅴ 資本金 

2.000万円 

 

Ⅵ 事業規模 

 従業員数 36名（嘱託社員 1名・契約社員 3名を含む） 

 延床面積 本社     732.15㎡     

 所有台数 パッカー車 15台  軽四ダンプ 1台 
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Ⅶ 事業内容 

一般廃棄物収集運搬業 

年間実績 生活ゴミ 11.886t 

資源ゴミ       1.077t  

売上高  お問い合わせ下さい。     

Ⅷ 許可・登録の内容 

一般廃棄物収集運搬業の許可        廃棄物搬入許可 

許可年月日  令和 3年 7月 1日     許可番号  第 09-0085号 

有効期限  令和 7年 6月 30日     廃棄物の内容  事業系一般廃棄物 

許可番号  第 130号                  搬入許可有効期間 令和 7年 6月 30日  

許可車両 堺 830す 11-00（最大積載量 2000K） 
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主な環境負荷の実績       

         

項目 単位 2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 

二酸化炭素総排出量 kg-co2 163,941  163,262  159,031.37  151,356.26  

収集運搬量 t 11,772  13,640  13,827  12,963  

廃棄物排出量（事務

所） 
    Kg   8.8  5.3  4.9  

水使用量 ㎥ 81  86  57  41  
         

         

         

         

環境経営目標及び実績       

         

      

年度 

2015年 2022年 

   評
価 

2023年 

  

2024年 

      基準年 

項目       削減目標       

      基準値 3% 実績 （目標） （目標） 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 175,055  169,803.35  151,356.26  〇 5,251.65  5,251.65  

電力による      二酸

化炭素の削減 

基準年度

比 
2015年 3%     3% 3% 

使用量

（kwh) 
24,426  23,693  21,799  

〇 
23,693  23,963  

kg-CO2 10,210  9,903.70  7,651.45  9,903.70  9,903.70  

都市ガスによる   二酸

化炭素の削減 

  2015年 3%     3% 3% 

使用量

(㎥） 
83  80.51  65.10  

〇 
80.51  80.51  

kg-CO2 175  169.75  140.62  169.75  169.75  

自動車燃料による  （ガ

ソリン） 

  2015年 2.5%     2.5% 2.5% 

使用量

（ℓ) 
62  60.45  65.10  

× 
60.45  60.45  

kg-CO2 144  140.40  151.03  140.40  140.40  

二酸化炭素の削減 （軽

油） 

  2015年 2.5%     2.5% 2.5% 

使用量

（ℓ) 
62,706  61,138.35  55,634.30  

〇 
61,138.35  61,138.35  

kg-CO3 164,526  160,412.85  143,536.49  160,412.90  160,412.90  

水道水の削減 

  2015年 5%     5.0% 5.0% 

㎥ 140  133.00  41.00  
〇 

133.00  133.00  

            

廃棄物の削減 

  2015年 1%     1% 1% 

kg 7.2  7.13  4.90  
〇 

7.13  7.13  

            

コピー用紙の削減 

  2015年 1%     1% 1% 

kg 14  13.86  14.80  
× 

13.86  13.86  

            

二酸化炭素排出係数 0.351  kg-CO2/kwh 電力会社の調整後の係数 
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□環境経営計画の取組結果とその評価        

数値目標  達成 〇  未達成×     2022年 5月～2023年 4月  

電力による二酸化炭素の削減 
達成状

況 
取組結果とその評価・次年度の取り組み内容 

数値目標 〇  

空調温度の適正化（冷房 28℃ 暖房 20℃） △ 2023年度も引き続き採用 

エアコンフィルターのこまめな清掃 〇 ″ 

不要照明の消灯 〇 ″ 

購入時には省エネ製品の導入 〇 ″ 

  5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 

2015 1,463  1,296  1,595  3,037  2,594  1,666  1,230  1,375  2,533  2,786  2,706  2,145  

2022 1,073  991  1,770  2,064  2,360  1,666  953  1,296  2,766  2,788  2,438  1,634  

評価 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 

             

都市ガスによる二酸化炭素の削減 
達成状

況 
取組結果とその評価・次年度の取り組み内容 

数値目標 〇   

5月～10月の瞬間湯沸かし器の使用を控える   2023年度も引き続き採用 

お湯を沸かす時はタイマー使用   ″ 

  5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 

2015 7  4  3  2  2  2  5  7  14  12  12  13  

2022 0  1  0  0  0  0  1  0  1  2  2  1  

評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

             

自動車燃料による二酸化炭素の削減（ガソリン） 
達成状

況 
取組結果とその評価・次年度の取り組み内容 

数値目標     

エコドライブ運転の徹底 〇 2023年度も引き続き採用 

点検・整備の徹底（適正空気圧・オイル交換など） 〇 ″ 

過積載をしない 〇 ″ 

渋滞の回避 〇 ″ 

  5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 

2015     20.15        18.25      23.45      

2022 23.50      21.60      9.50        10.50    

評価                         
             

自動車燃料による二酸化炭素の削減（軽油） 
達成状

況 
取組結果とその評価・次年度の取り組み内容 

数値目標     

エコドライブ運転の徹底 〇 2023年度も引き続き採用 

点検・整備の徹底（適正空気圧・オイル交換など） 〇 ″ 

過積載をしない 〇 ″ 

渋滞の回避 （無線を活用し渋滞情報を共有する） 〇 ″ 

  5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 

2015 4,941.37  5,441.94  5,488.61  5,849.92  5,038.57  5,171.60  4,855.04  5,494.26  4,878.47  5,452.23  5,295.60  4,798.55  

2022 4,644.28  4,774.07  4,981.90  5,198.43  4,676.39  4,687.67  4,618.65  4,862.77  4,229.07  4,099.06  4,629.31  4,232.70  

評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

     －６－      



水道水の削減 
達成状

況 
取組結果とその評価・次年度の取り組み内容 

数値目標     

うがい、手洗い時に、水を出しっ放しにしない 〇 2023年度も引き続き採用 

漏水の定期点検 〇 ″ 

      

      

  5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 

2015   18    18    20    21    23    40  

2022   7    7    8    6    7    6  

評価   〇   〇   〇   〇   〇   〇 

             

一般廃棄物の削減 （コピー用紙含む） 
達成状

況 
取組結果とその評価・次年度の取り組み内容 

数値目標     

分別の徹底 （3R・4S） 〇 2023年度も引き続き採用 

印刷プレビューを活用し、ミスプリントを防止する △ ″ 

両面印刷、裏紙の有効活用 〇 ″ 

      

  5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 

2015 1.7  1.9  1.6  1.7  1.9  1.6  1.8  2.4  2.0  1.5  1.8  1.6  

2022 1.1  1.3  1.0  1.4  1.2  1.2  1.0  1.2  1.5  1.1  1.2  1.6  

評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

             

グリーン購入の推進 
達成状

況 
取組結果とその評価・次年度の取り組み内容 

コピー用紙、事務用品など積極的に購入 △ 積極的に再利用する 

      

      

      

      

             

環境に配慮した収集運搬 
達成状

況 
取組結果とその評価・次年度の取り組み内容 

運行前の車両点検・清掃 〇 2022年度も引き続き採用 

エコドライブの推進 〇 ″ 

過積載をしない 〇 ″ 

効率的な収集運搬 〇 ″ 

環境ボランティア活動（周辺清掃）・環境保全活動（EAマーク） 〇   
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反・訴訟の有無 
法的義務を受ける主な環境関連法規は次の通りです       

適応される法規制 適応される事項（施設・事業活動） 

堺市環境基本条例 環境負荷の低減 

廃棄物処理法 一般廃棄物収集運搬業務全般 

家電リサイクル法 買い替えで対応 

道路運送車両法 収集運搬者の管理 

道路交通法 安全運転 

労働安全衛生法 危険作業対策や健康障害防止 

フロン排出抑制法 点検による異常の早期発見と防止 

プラスチック資源循環促進

法 
プラスチックの排出抑制 

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました 

なお、違反、訴訟等も過去 3年間ありませんでした。 

□ 緊急事態対応訓練 

＜実施日 2022年 7月 1日（木） の記録は 2021年度版環境経営レポートで報告しているので、直近で報告＞ 

実施日 2023 年 10 月 2 日（月）        実施場所 関西土建 １F 事務所前 ２F 事務所 

参加者 25名               実施内容 消火訓練（雨天時） 

手順書の変更の必要性 なし 

 

事務所(雨天時）が火事を想定。 

                                       

 

 

 

 

雨天時の火災の対策（認識） 

⚫ 災害は時を選ばないということ 

⚫ 視界が悪く活動障害に 

⚫ 転倒など２次災害を防ぐ 

⚫ 雨音で声が届かないため常に声を掛け合う 

 

 

 

火災・地震・津波への対策 

現場作業中の時への注意喚起と対策 

収集車の火災をはじめ、地震→津波に対して連絡・避難ルートの確認 
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□ 代表者による全体の評価と見直し・指示 



 目標である〝数字〟はほぼ横ばいな結果ではあるが、感染症対策や燃料高騰など、当社事業を取

り巻く環境は非常に厳しいものではある。 

この活動を通して社員の意識改革や地域社会により寄り添い、信頼・目標とされる企業を目指して

いく。 

 

 

 

 

 

 

環境方針      ■ 変更なし  □ 変更あり 

 

環境経営目標・計画   ■ 変更なし  □ 変更あり 

 

実施体制      ■ 変更なし  □ 変更あり 

 

 

 

 

□ これまでの環境活動の紹介 

 

 変わりゆく世界情勢の中環境問題もそのひとつであり、一人一人が意識向上を図り行動すべきこ

とである。地道ではあるがそれが目標をクリアし今に結びついたと考える。 

今後も社員一丸となり、さらなる成果を得つつ油断せずに取り組み貢献したい。 
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